
[演習]素数の列挙

■ 先のプログラムの body部 を書き換えて、100以下の素数を列
挙するプログラムを作成しよう。

↑ここはさっきと同じ

考えてみよう

素数を判定する関数 isPrime は
実際にはもっと効率化できる。
余裕のある人は考えてみよう。
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・素数を格納する空配列 primes を用意する
・for(let i=2; i<=100; i++){
 ・iが素数なら配列 primes に i をpush

  }



[演習]素数の列挙（解答）

解答例

isPrime(i) == true
でもok
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[演習] 分散を求める

■ 分散を計算するために「配列の要素の平均を求める関数」
「配列のすべての要素を2乗する関数」を作り、与えられた
配列の要素の分散を計算するプログラムを作ろう。

※コメント部（緑色の字）は
書き写さなくてよい。

考えてみよう

考えてみよう

考えてみよう
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[演習] 分散を求める（解答）
解答例
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[演習] a 以上 b 以下の整数をランダムに返す

■ 整数 a, b に対して、a以上b以下の整数をランダムに
返す関数 randomInteger を定義してみよう。

■ 次のコードを参考にすること。
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考えてみよう



[演習] a以上b以下の整数をランダムに返す（解答）
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解答例



[演習]剰余算を正しく計算する関数

■ 第5回の授業でも注意した通り、JavaScriptでは被除数が負の
数の剰余は負の数で返す仕様になっている。

■ これを改善し、被除数が負の数の剰余も正の数で返す関数 
positiveMod を定義しよう。
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5 % 3;   // 2
(-5) % 3; // -2 ← 本当は 1

6 % 3;   // 0
(-6) % 3; // -0 ← 本当は 0

考えてみよう



[演習]剰余算を正しく計算する関数（解答）
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解答例

別解

b も 負の数を許すなら、
どのように修正すべきか？



[演習]ルートの中身を簡約化する

■ √12 = 2√3 のように、与えられた自然数 n に対して、正の平
方根 √n を a√b と簡約化するときの a, b の値を求める関数 
simplifyRoot を定義しよう。
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結構難しい

最初は a,b の値だけ
表示させてもよい

考えてみよう



[演習]ルートの中身を簡約化する（解答）
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解答例
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